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（2007年家族会） 

 

当会最長老の川崎利秋さんは、令和5年（2023）7月15日午後零時23分に逝去されました。川崎さ

んは大正14年（1925）生まれで97歳。入会は昭和37年（1962）12月で、会員歴は実に60年余となり

ます。 

ここに謹んでご冥福をお祈りとするとともに、会報の特別号として「川崎利秋君追悼号」を編集する

こととしました。川崎さんの思い出として、記念誌・会報に掲載された川崎さんの遺稿を再掲するとと

もに、親しかった会員からの追悼文を収めました（幹事長）。 
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【遺稿篇】 

◆会員一言（『50年のあゆみ』） 

昭和37年暮もおしつまったある日、ある宴

席で、森田銈治郎さんの手品を拝見したのが、

TAMC 入会のきっかけとなる。 

昭和38年9月15日の第18回試演大会が初出

演。森田さん直伝のテープ切りを演じ、手が震

えて鋏が上手に使えなかったことが強く印象

に残っている。誰であったか忘れたが「舞台に

立つと、何十年やっててもあがるものですよ」

と慰められたことも、懐かしい思ﾚ､出である。 

あれから18年、大して上達しないまま、内心

忸怩として今日に至っている。 

 

 

 

◆二十分講話 １９８６年９月１８日 例会 

血液型は女性の方、奥様方が興味を持たれて、

此の１０年程前からブームになった。私の血液

型への馴れ染めは雑誌(経済界)に書いた通り、

能見正比古氏の講演を聞いてからです。 

能見さんは新血液型人間学(角川文庫)を書

き、科学的な統計法を駆使(最小自乗法、有意差

検定等)して気質特性を分析研究されて4つの

型(Ａ、Ｂ、Ｏ、ＡＢ )に分類された。尤も紀元

前ヒポクラテスが、人間４原素説を発表してい

るし、ユング、フレッチマン、フロイド等が研

究しているが、何れも片寄ったものやデーター

量も少ないものでした。又血液型で人間理解の

サークル活動の会を発足させたり、人間科学々

会を組織(昭和５６年)、私にビジネス界を代表

して入れと言われてから深い繫がりになった

のです。 

能見さんは新宿三越で講演中に急逝される

程、心身を打込んだ研究をされたのです。私は

以後ご子息をバックアッブする立場で、テレビ

やマスコミに登場する事にもなったのでした。 
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私達は血液型を相性診断や人相学的な話題

にされる事には反発、人間理解の科学的手段と

して血液型を考えているのです。然し批判の声

もありました。文春(血液型人間学のウソ)、Ｎ

ＨＫ(能見ご子息と医師の対決)、日本テレビ(血

液型ブームを切る)等は反対論の殆んどが医師

で、且つ能見•血液型論を読んでの反論ではな

かった――占いブームの話を聞いただけの批

判でした。 

能見さんは「持って生れた人間特性があって、

それを４つの血液型に決めつけてはいけない」

と言って居られるのです。人間の身体を構成す

る(髪の毛、爪、体液等)あらゆるものから血液

型が解る――１０数種類が発見されているが、

尤もポピュラーなのがＡ、Ｂ、Ｏ型だというも

ので――持って生れた気質特性であるという

ものです。 

血液型の効用と言えば、人間の体の部分は医

学で窮められたが「心」の方は解っていない。

それを血液型手法で理解を進める――集団の

中で旨くやって行く人間理解と自分を客観的

に見る。つまり持って生まれた性格特性を解っ

た上で、自分を磨き上げる手段として(世の中

を旨く治める)「血液型の理解と活用を計る」こ

とにあるのです。 

因に能見さんは東大(電気学科)卒業の上、更

に工学部で勉強(中退)され、大宅壮一の門下で、

放送作家、スポーツ評論家として活躍された由。

（更に具体的な事例を引いての熱弁がありま

した） 

 

 

◆随想（６０年記念誌） 

奇術をテーマにしたスピーチを頼まれるこ

とが時々ある。その時は、まず日頃やり慣れて

いるものを二つ三つ演じてみせる。そのあとス

ピーチを始める。 

「奇術をお見せすると、必ず出てくる質問が

三つあります。 

ひとつは“器用でないと出来ませんよね” 

二つ目は“どういうきっかけでお始めになられ

ましたか” 三つ目は“何年位おやりになって

いますか” 

今日は、以上の三つの質問にお答えするかた

ちで私の話を始めさせていただきます。 

まずひとつ目の器用さのことです。誰しもは

じめから奇術を身につけていたわけではあり

ません。プロでもかえって不器用といわれてい

た人の方が成功した例が多々あります。“拙修”

という古い言葉があります。何事も、たとい才

能に乏しくともたゆまぬ努力によって上達す

るという意味です。 

正しいやり方をキチンと教わって、繰り返し

練習されれば、チャンと人前で見せられるだけ

の程度には誰でもなれます。 

二つ目はどういうきっかけかということで

すね。 

小学校三年生の頃だったと思います。ほろ酔

い機嫌で帰宅した父が、何度か見せてくれた奇

術が、奇術とのはじめての出会いでした。ちり

紙を裂き、束ねて火を点ける。燃えかすを両掌

の中でもんでいるうちにお札が現われる。口三

味線に乗って、身ぶり手ぶりおかしく踊りつつ

演じる父。眼を輝かせて見入る兄弟三人。半世

紀を超えてなお、当時の情景がまざまざとよみ

がえってきます。 

こうした下地があってか、昭和30年頃、デパ

ー卜に設けられた奇術用品売り場に立ち寄っ

ては、奇術道具を買う習慣がつきます。簡単な

ものを家族や会社の仲間に見せては得意にな

っていた程度のたあいのない趣味でした。 

昭和37年の暮近く、仕事の関係で知り合っ

た、現在名誉会長の森田さんのすすめで、

TAMC に入会させていただいたのが、奇術を

本格的な趣味とすることになったきっかけと

いえましょう。 

従って三つ目の質問に対しては、約30年と

答えることにしています。」 

以上が私のスピーチの序説部分で、あとはそ

の時に応じて奇術にからまる色々なエピソー
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ドとか奇術の効用について話すことにしてい

る。 

私にとってエピソードの最たるものとして

忘れることの出来ない思い出に触れておきた

い。 

昭和33年8月21日、出産をひかえた妻と新宿

の伊勢丹へ買いものに行く。買いものが終わる

と例によって奇術用品売り場へ足が向く。妻は

あきらめたように近くの休憩室で待つことに

なる。仕込んだ奇術を夕食後、妻に見せる。ス

ポンジで出来た犬二匹を妻に握らせおまじな

いをかけてから手を開かせると、二匹のほかに

小犬が数匹コロコロと出てくる。妻は文字通り

腹をかかえて笑いこける。間もなく産気づいた

ようなので、あわてて病院に連れて行く。予定

より10日ばかり早い。ところが翌朝早く丸々

とした女児誕生。妻は生んだ気がしないという

程の大安産。これには妻も児もいぬ年というオ

チまでついている。 

スピーチの締めくくりとして必ずサースト

ンの三原則に触れることにしている。 

また、ちょっとアカデミックに“奇術の歴史”

という題で、間で奇術を見せながら話すことも

ある。 

 

 

 

◆備えあれば憂いなし（70周年記念誌） 

奇術を趣味としている以上、何も奇術用具を

持っていなくても、いつでもどこでも演じられ

るだけの備えが必要だと考える。その為には手

近な材料であるコイン、紙幣、ティッシュ、ハ

ンカチ、タバコ等を使う奇術を日頃からいくつ

か練習を重ねて自家薬籠中のものにしておく

必要がある。また輪ゴム、カードぐらいは必携

の身の回り品のうちに入れておくべきであろ

う。輪ゴムといえば会員の犬竹さんは、いつも

上着のボタンに巻きつけ用意されているのに

は感心した。 

生前、高木重朗氏からサムチップを常に携行

することをすすめられ実行している。専ら赤い

シルクをハンカチから出したり消したり、亦お

札を借りて筒状に丸めてシルクを出したり消

したり、千円札をー万円札に変えたり元に戻し

たり、といった使い方をしている。 

また、かつてナポレオンズから習ったボディ

マジック三態も大いに活用している。 

ーつは腕の肘の関節が外れたかの如くに肘

を支点にして腕が円を描いて回転する“関節外

し”。 

二つ目は服の袖から腕が伸びて出てくる“伸

びる腕”。 

三つ目が両膝に両掌を当てたまま両膝を左

右に開いたり閉じたりすると膝がすれちがっ

て見える“すれちがう膝”である。 

“関節外し”と“伸びる腕”は、コツさえ摑

めば容易に出来るが、“すれちがう膝“は相当

の練習を要する。両膝をきちんとつけてから、

すかさず両掌を置き換えるので勢い、膝同士を

思い切りぶっつけての練習を重ねることにな

る。気がついてみると何とぶつけあった箇所

夫々に赤痣が出来ていた程である。 

宴席などで急に「何か演ってくれ」と言われ

た場合に、演じて受けるものの一つに“若狭の

水”がある。既に TAMC の試演大会で三回も

演じており、且つまた、日頃、口上を繰り返し

諳んじているので容易に対応できる自信があ

る。何しろこれを演ずる場合、現象そのものの

不思議さが見せ場ではなく、口上の面白さに真

骨頂がある。それだけに淀みない流暢な“口上”

こそが肝心である。 

尾籠な話で恐縮だが私にとって便所こそが

“口上”暗誦の場である。これも十二年前胆囊

摘出手術後便秘がひどくなっていたので、その

対策として腹圧をかけるため声を出して“口上”

を諳んじることにしたのである。つまり一石二

鳥というわけである。 

この芸は、扇子と半紙三枚を用意しておけば、

あとはどこにでもある水差しとコップ二個を

借りればすむ。また、扇子と半紙の用意がなく

ても“口上”だけでも結構喜んでもらえる。 

また、初対面の方にお会いする際、差し障り



５     TAMC 会報特別号 追悼川崎利秋君 

の無い限り藤原邦恭氏考案の“スーパーワレッ

ト”を使って名刺交換をしてびっくりさせる。

これは札入れの中で白紙が本物の紙幣に変わ

る!?次にその紙幣が目の前で瞬間的に名刺に

変わるという現象である。 

以上が「備えあれば憂い無し」の私なりの実

践例の一端である。 

 

 

 

◆平成２１年新年会 乾杯のスピーチ 

自由に満ちた老後を完全燃焼して生きるに

は余熱がいる。色々な人の余熱を探って書いた

城山三郎さんの『人生余熱あり』によれば、次

の四つの共通項があるという。 

(1)世の中とのかかわりを多くして生きること。 

(2)つとめて人間に対する興味や好奇心を持つ

こと。 

(3)老いの意識を持たぬこと。 

(4)惰性で生きず、常に自分を新しくする生き

方をする。言い換えれば、勉強家であり続け

ること。 

ご出席の皆さんは若い方を含め、マジックと

いう趣味によって、余熱のある充実した人生を

送られんことを祈願いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆三人の恩人（80年記念誌） 

TAMC 会員として51 年目を迎えたが、そ

の間、多くの方々にご厚誼をいただいて今日に

至ったことにあらためて感謝の意を表したい。

そのなかでもとりわけ深いかかわりを持ち、ご

指導いただいた三人の方についての思い出を

述べてみたい。 

なんといっても先ずはこの奇術の世界に導

いてくださった第12代会長森田銈治郎さんと

のことから始めよう。 

昭和37年の某月某日森田さんから築地の料

亭でおもてなしを受ける。当時、私は、セーラ

ー万年筆（株）の経理課長をしていた。森田さ

んは日本建設（株）の役員であった。森田さん

の出身母体である第一生命保険相互会社から

融資を受け、日本建設が八王子の工業団地に

500名規模の万年筆の製造工場をつくること

になっていた。上司の経理部長と部下の主任

共々ご接待をいただいたわけだ。 

その席上で森田さんのご趣味の奇術をご披

露いただく。その頃、デパートの店頭にマジッ

クショップが登場して間もない頃であった。幼

い頃、父から見せてもらったり、外国人のマジ

ックショーに連れて行ってもらったこともあ

ったので、興味に火が点き、簡単な用品を買っ

てきては家族や職場の仲間に披露して得意が

っていた頃であった。そのことを話したのがき

っかけで森田さんの推薦をいただき、入会の運

びとなったのである。 

ところが毎日夜の10時とか11 時ごろまで

仕事に追われる状況で、殆んど例会には出席不

能である。そのことを話すと「将来例会出席が

可能になるまで、年に一回行われる秋の発表会

だけには出演することにして会とのつながり

保ちましょう。私が責任を持って指導申し上げ

るから」と励ましてもらい、その後は恐縮する

ほど懇切なご指導のおかげで、約18年頑張り

通すことが出来た。 

初めてステージに立ったのが入会の翌年、昭

和38年の第18回試演大会だ。サムチップと細

いテープを使っての切ったテープを復元させ

2008年 新年会 
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る奇術である。拳から引き出したテープの真ん

中部分にはさみを通して切るのだが、手が震え

てなかなかはさみが使えず、冷や汗と脂汗が噴

き出てくる。やっと切ってからはなんとか手順

どおりやり終えて舞台の袖に引っ込む。先輩諸

氏から励ましと慰めの言葉をいただく。毎年ス

テージに立つうちにいささか度胸もついてく

る。 

また奇術劇の一員として参加させてもらう

ようになってからは TAMC の雰囲気にすっ

かり馴染むことが出来た。このあたりにも、さ

りげない森田さんのご配慮の程が感じられる。 

その後昭和47 年、ミサワホーム（株）に転

社し、ついで昭和54 年に出向した先の会社の

休日が木曜日なので、やっと人並みに例会への

出席が可能となり、今日に至っている。森田さ

んのご配慮がなければ恐らく一年も経たずし

て退会していたであろう。奇術の趣味のおかげ

で充実した余生を送ることが出来ていること

を思うと、心の底から森田さんに感謝の気持ち

を捧げたい。 

次はTAMCの大久保彦左衛門的存在であっ

た安藤徳次郎さんとの関わりについて触れよ

う。誰彼の容赦なくきびしいアドバイスをいた

だくことで存在感のある方であった。 

昭和57年のことである。ある日、幹事長の安

藤さんから「役員会で川崎さんが私の後の幹事

長に決まったからよろしく」、と告げられる。

本格的に例会に出られるようになってまだ2

年程で、到底その任に堪えられないと申し上げ

ると、断るということは退会につながるという

意味のことを言われ、文字通り有無を言わさず

というかたちで承諾させられた。 

安藤さんには奇術以外の世界に色々と導か

れたことで、その後の人生が多彩となったこと

に感謝申し上げたい。安藤さんは当時東証一部

上場のキンセキ（株）という水晶発振子製造の

会社（後に沖電気（株）に売却）の創業者であ

った。また、事業家としてだけでなく、別の面

の活動が多様であった。石原莞爾平和思想研究

会、秋田雨雀・土方与志記念青年劇場、安岡学

研究会、西式健康法の会等を相次いで紹介され

て入会、約20数年経った今日、解散になった西

式健康法の会以外は今なお熱心な会員として

継続している。 

青年劇場では安藤さんのマジック指導の立

場を継承、全国的に当たりをとった「シャッタ

ー通り商店街」出演の二人の女優の方にロープ

とサムチップを使うマジックを伝授する。飲み

込みの早いのにはさすがなるかな、と感心した

ことが思い出される。 

安岡学研究会は安岡正篤氏の著作を中心に

東洋の古典を勉強する会だ。湯島の聖堂に隣接

する斯文会館で毎月第一土曜日に12 時半か

ら16時半まで講師の方々の話を聞いて勉強す

る。盛会時には100名余の方が参加、その頃、

代表世話人として活動させていただいた。入会

の翌年新宿の京王プラザホテルで盛大な新年

会が行われた時、安藤さんと共にマジックを演

じたことが懐かしく思い出される。 

安藤さんは、マッカーサーが一番恐れていた

という石原莞爾、共産党の大物佐野学とも付き

合うといった幅広い人脈を持っておられた。安

藤さんの紹介で中野の渡辺医院に一週間入院、

西式健康法体験し、今もその一部分を実践中で

ある。どうしてあんなに目をかけていただいた

のかと、いまだに合点がいかないが、敬愛の念

ひとしおである。 

三人目は高木重朗さんだ。昭和28年に入会

され、企画部長の肩書で TAMC の会員をご指

導いただいた。会の最後の30分間が高木さん

の出番で、世界の最新の情報に触れながらの実

演は、当会の白眉ともいうべきものであった。 

おかげで会のレベルも上がった。正に日本奇

術会の第一人者であり、現在のプロのトップク

ラスの中にも、高木さんを師と仰ぐ人がいるほ

どの方であった。 

高木さんの指導の下、いくつか発表会で演じ

たなかで記憶に強く残っているのが、昭和63

年の発表会で演じた「天一のサムタイ」である。 

両方の親指をひもでしっかり縛ってもらい、

縛られたまま、両手を刀やリングに通す奇術で
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ある。明治時代、松旭斎天一が欧米巡業で演じ

好評を得たもので、今でも欧米ではサムタイの

ことを「天一のサムタイ」と呼んでいるようだ。 

高木さんが初めて今までになかった本格的

な解説を試み、詳細は奇術雑誌「不思議」に掲

載された。その解説通りの指導を直接受けての

出演であった。同じ頃、真剣を使って舞台で演

じられていた藤山新太郎さんの演技のビデオ

まで頂戴して練習をした。第10代会長の堀武

さんがロンドンで買われたというステッキを

お借りし、タキシード、シルクハットのいでた

ちで登場、客席からアシスタントとしてお願い

した美女との呼吸の合った演技で、わがシナリ

オ通りうまくおさまってほっとした思い出は

忘れられない。 

高木さんが盛んに言っておられたことで印

象に残っているのが「サムチップを大いに活用

すべし。ポケットにおさまって、すぐにどんな

場所でも使えて効果的なものなのに、演ずる人

が少ないのは残念だ」という言葉だ。爾来、師

の教えに従ってサムチップを大いに活用して

きて大いに納得している。 

超心理学会という会合に、講師の一人である

高木さんのアシスタントという肩書きで参加

させていただき、ユニークな話を多々聞かせて

もらったことも忘れ難い。また私の関係する会

社の社員教育やカウンセリングでは度々ご厄

介になった。催眠術や推理小説、占い、パズル、

心理学、落語から、さらにはワインの研究にま

で及んだという多才ぶりには、ただただ脱帽あ

るのみ。 

茅場町にあった事務所を訪れると、テーブル

と二脚の椅子のある場所と、そこまでの入口か

らの通路以外のスペースは、天井近くまでビデ

オや本などで埋め尽くされていたことが強く

印象に残っている。昭和63年以降の会員名簿

の職業欄には「カウンセラー」と記載されてい

る。名刺も晩年は「カウンセラー」という肩書

だけのものだけを使っておられた程、カウンセ

リングの仕事に誇りを持っておられたようだ。

「企業もこれからは、従業員の心の病いに対す

る対処策を真剣に考えるべきです」と強い口調

でおっしゃっていたことが、脳裏にまざまざと

蘇ってくる。 

 

 

 

 

 

 

◆我が聞病記（寄稿） 

会報 平成２７年（2015）3月号 

昨年（平成26年）は、わが約90年の生涯で初

めての病気ずくめの一年であつた。 

二月に二泊三日の入院で白内障の手術(眼の

構造が特異なので難手術とて入院)。完治に一

か月かかる。 

四月には屋内で転倒して肋骨三本に罅（ひ

び）、痛み止めを飲み、且つコルセットをつけ

ての一か月の治療で完治。 

五月には急性胃腸炎で日赤の救急病棟に入

院。二十日間の絶食と点滴生活を含んで一か月

の入院生活。 

その後、食欲不振から栄養障害による浮腫が

腰の辺までひろがり歩行困難となる。投薬治療

でやつと膝下までの回復に四か月かかる。 

ところが膝下半分から下の浮腫箇所が赤変

し、次々と水泡が出来てはやぶれて傷になる。

紹介された皮膚科の医院で治療すること四か

月で水泡の発生完治。 

しかし其の後二か月経つのに、赤変部分の浮

腫はいまだに回復の兆しさえ見えず、しかも両

膝の屈伸が不自由で、階段の上り下りがままな

2012年大会 美女切断 
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らずという状態。 

ところが、日赤の医師も、日頃通っている主

治医である内科の医師も「足の下部は治るのに

時間がかかるので、気長に投薬治療を続けまし

ょう」の繰り返しだ。 

医師によると、浮腫の原因は栄養障害のため、

九割を占める血液中の水分が血管からはみ出

して起こる症状であり、利尿剤の投薬により、

はみ出した水分を尿として排出する治療法の

由。 

七月には再び屋内で転倒。おでこをしたたか

テーブルの角にぶっつけ、大きなこぶができた

ので医院に駆けける。医師からは「向こう一年

間は、くも膜下出血発症の恐れがあるので、家

人にその旨を伝えておいてください」とのご託

宣。 

いやはや驚くべき一年であつた。 

 

◆長寿の秘訣 

平成27年(2015)10月1日 例会 

（城山三郎氏著作『人生余熱あり』の要点紹介） 

リタイア後の自由時間を完全燃焼して生き

た人たちの余熱を探ってまとめたもので、次の

四つの特徴をあげている。 

1．とりあえず世間との関わりを多くして生き

ること 

2．つとめて人間に対する興味や関心を持つこ

と 

3．老いの意識を持たぬこと 

4． 惰性で生きず、常に自分を新しくする生き

方をする。言い換えれば、勉強家でありつ

づけること 

その典型例として先年１０７歳で亡くなら

れた心理学者曻地三郎氏の長命の秘密は、幼い

ころから母親に躾けられた「よく噛んで食べる

こと。一口３０回噛み」を実行するため、７５

歳と１０３歳の時、大金を投じて精巧な義歯を

作られたという。 

１０４歳で矍鑠たる聖路加病院の名誉院長

日野原重明の「新しいことに挑戦せよ」、と９

７歳で俳句を始められ、また９９歳で１０年連

続日記を買い１０年先までの予定を書き込ま

れたという。 

 

 

 

 

 

◆健康についての話 

平成27年(2015)11月19日 例会 

ＷＨＯ（世界保健機構）の健康についての定義 

健康とは病気でないということだけではな

い。何事に対しても前向きの姿勢で取り組

めるような精神、肉体、および社会的な適応

状態をいう。 

ＷＨＯの健康の７条件 

（１）何を食べてもおいしい。 

（２）よく眠ることが出来る。 

（３）快い便通 

（４）すぐ疲れを覚えない 

（５）風邪気味でない 

（６）体重が変わらない 

（７）毎日が楽しく明るい 

世界最古の医書と言われる中国の「素問」に

万病のもとは「恚」（いかり）にありと書いて

ある。 

ある実験によれば 怒った時の息を液体空気

で冷却したガラス管内に吹き込むと、揮発性物

質が固まり栗色になる（正常な時は透明）。こ
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れをマウスに注射すると数分後に死ぬという。

それほど怒るということは体内に毒素を発生

するので健康上よくない。 

青山の脳病院の院長でエッセイストとして

有名であった、今は亡き斉藤茂太さんが力説さ

れていたことに、「一怒一老」「一笑一若」「笑

う門には福来る」という言葉がある。 

中国長寿協会の発表している「健康１０則」

に「興奮したり、怒ったりしないこと」「大い

に笑うこと」が入っている。 

 

 

 

 

◆人間万事塞翁が馬  

平成29年（2017）２月１６日 例会 

「人間万事塞翁が馬《にんげん（じんかん）

ばんじさいおうがうま》」と言う言葉をご存知

だと思います。紀元前の「淮南子（えなんじ）

-人間訓(じんかんくん）」という本に書かれて

いる言葉ですが、中国では「塞翁出馬（さいお

うしゅつば）」の４文字で言われています。 

国境の砦の近くに住んでいた男が馬を一頭

飼って、息子と二人で平和に暮らしていた。あ

る日、馬が行方不明になってしまった。ところ

が近所の人がお見舞いに行くと、男は平然とし

ていた。そのうちにその馬はメス馬を一頭連れ

て帰ってきた。そして、子馬が生まれた。近所

の人が良かったですね、・・・と言ってもあま

り嬉しそうな顔をしなかった。 

そのうちに馬に乗って遊んでいた男の息子

が、落馬して足を折ってしまい不具になってし

まった。 

近所の人がお見舞いに行くと、また平然とし

て、何が幸いするかわからないと言っていた。 

そのうちに戦争が起きて、村の若者たちはみ

んな動員され、激しい戦争で、ほとんどみんな

死んでしまった。ところが息子は不具だったも

のですから、戦争に出て行かなかった。無事に

生き残った。 

そういう寓話があります。 

また、これも中国の史記に出てくる「禍福（か

ふく）は糾（あざな）える縄の如し」と言う言

葉があります。幸不幸は、より合わせた縄の様

に相次いで交互に出てくるのが我々の人生の

姿だと言うことです。 

自分の過去を振り返って見ますが、私は広島

で原爆を受け被爆者手帳を持っています。原爆

で奇跡的に２回、死を免れています。 

当時、学業は停止され、中学生以上は疎開作

業あるいは軍需工場に動員されていました。つ

いには大学生を対象に戦線に投入することに

なりました。学徒出陣と呼称された。最初に学

生から募ったのは特別操縦見習士官で、特攻機

に片道のガソリンだけを入れて敵艦に突っ込

むと言うものです。その要員が募集され、私の

友人が応募した。 

その後、米軍の本土上陸作戦を阻止する目的

で決死隊の指揮官の速成学校が作られた。私も

当時兵役の義務があって甲種合格となりいず

れ兵隊にとられる立場だった。 

どうせ死ぬなら兵隊で死ぬよりも指揮官で

死んだほうが良いと思って応募し合格して、終

戦前年の秋に熊本陸軍予備士官学校に入隊し

た。 

10ヶ月の在学期間、外出なし休みなしの猛

訓練の生活。ところが10ヶ月の訓練の残り最

後の３ヶ月のところで私は足の傷からばい菌

が入り、横綱小錦と同じ「蜂窩織炎（ほうかし

きえん）」と言う病気になり、右足が化膿し見

事に膨れ上がって、歩行不能となる。急遽、担

架で運ばれて陸軍病院に入院した。 

軍医が腫れ上がった足の甲６箇所をメスで

切り裂いて指を突っ込み、中に固まっている膿

塊を崩して膿を出すと言う、荒療治であった。
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当時は麻酔の効きめが低いので、歯を食いしば

って強烈な痛さに耐え続けた。治療は傷口にリ

バノールという化膿止めの薬を浸したガーゼ

を突っ込み包帯で巻くという程度であった。 

その後、毎日治療を受けるわけだが、手術後

最初の治療の際、ガーゼを抜き取ると、６つの

傷口からヒルが這い出てくるかのように、膿が

ダーっと流れ出た。それを見て、軍医が看護婦

に対して「切るのかなー」とつぶやいているの

が聞こえ、いささか心配になる。軍医に「どう

いうことですか？」と聞くと「貴様の命を救う

ために、右足首からちょん切ろうかなと思って

いるのだ。」と事も無げに言った。 

当時は抗生物質がなかったので、命を救う為

に、手足を途中切断して化膿が移行するのを止

めるという荒療治が普通であった。私の知って

いる男だが、命を救うために大腿部を切断され

て、まもなく終戦を迎えたと言う人も居る。 

その後、私の状態は、少しづつ良くなり、軍

医から見て、何とかなりそうだと言うことで、

当分様子を見ることになった。その後、快方に

向かって退院。 

10ヶ月の訓練期間の締めくくりの３ヶ月が

入院生活、これでは使い物にならない、お前は

退学と言うことになり、実家の広島に戻った。 

そして原爆投下の当日朝、実家で私はパンツ

一丁で寝転んでいました。突如、大音響ととも

に屋根の一角が吹っ飛び、真っ赤な火球が浮い

ているのが見えた。隣に寝ていた末弟と一緒に、

何が起こったかわからないので外へ飛び出し

た。軒先で顔を合わせた弟は「兄さんどうした

の？」と言うので、自分の身体を見たら、全身、

血だるま、と言うことは、窓ガラスの雨戸の近

くに弟が寝ていて、爆風によって飛散したガラ

ス片群が、室内にバアーっと飛んできたのであ

る。 

飛散したガラスが弟の体を越えた後に弟は

立ち上がり、一方、奥のほうで寝ていた私はメ

リヤスのパンツ一丁で、立ち上がった瞬間に全

身にガラスの破片を浴びたのだ。それで全身血

だるま！ 

隣の家に遊びに行っていたお袋が、私の体を

見てびっくりし、医者だ医者だと、共に医者に

行ったが、みんなやられている。中心から３ｋ

ｍのところで被爆したので家は半壊程度、結局、

出血多量で一時失神したが、幸い通勤途中から

逃げ帰っていた近所の日赤勤務の医師にカン

フルを打ってもらい、まもなく意識を取り戻し

た。 

軍隊で３ヶ月入院を経験し、自宅に帰って、

また大怪我をした。この二つの大怪我が私の命

を救ったのです。 

陸軍予備士官学校に一緒に入った二人の同

窓の友人は、無事卒業し、出身地配属の原則で

原爆投下の真下の部隊に配属された。当然、爆

心地だから二人とも死んでしまった。もし私も

無事に卒業していたら間違いなく死んでいた。 

原爆投下直後、真ん中の弟が田舎の養家先に

出かけたまま行方不明になっていた。３日目に、

救護所に収容されていた弟が見つかり、近所の

人の手伝いで全身焼けただれた弟を担架に乗

せて連れ帰った。自宅の屋根の残っている部屋

を掃除し、きれいにして寝かせて、母と一緒に

一晩看護したが、翌日、弟は息を引き取った。 

もし私が怪我をしていなかったら、長男の私

が弟を探すべく、３日間、広島市内をうろうろ

歩き回り、私は残留放射能の影響を受けて間違

いなく死んでいたはずだ。つまり２回の大怪我

をしたことで私の命は救われた。これはまさに

「人間万事塞翁が馬」である。 

結局、人生と言うのは、幸不幸が交互にやっ

てくる。人生と言うのは不幸のどん底にあるか

らといってくじけちゃいけない。幸福の絶頂に

あっても有頂天にならないように、何かのとき

に備えて慎重な生き方をしなければならない。 

私は、「人間万事塞翁が馬」を地で行く終戦

時の経験から、考えて見ますと良くぞこの齢ま

で生き延びたものだと最近感慨深いものを感

じたわけであります。 

あえて、皆さんにご披露した次第です。 
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◆卓話「健康について」  

平成２９年(2017)１２月２１日 例会 

※川崎利秋さんは現在９２歳で、ＴＡＭＣ最高齢の会

員。日々健康管理には努められるも、今年は奥様を

亡くされ、ご自身も３度倒れるということがあり、改め

て健康について考えることがあり、標題について、い

ささかでも皆さんのためになるようにと、お話しくだ

さいました。 

「健康」の定義は、ＷＨＯ（世界保健機構）

では、「健康とは、ただ病気でないという状態

のことだけではなく、何事に対しても前向きの

姿勢で取り組めるような精神、肉体、および社

会的な適応状態をいう」とあります。 

具体的には、快い便通、何を食べてもおいし

い、よく眠れる、風邪を引いてない、体重が変

わらない、すぐに疲れない、毎日が明るく楽し

い、といったことがそろった状態です。 

江戸時代の僧侶の仙厓（臨済宗中興の祖で博

多聖福寺の住職）という人が、老醜を歌った面

白い「老人六歌仙」という有名な戯れ歌を作っ

ています。 

皺
しわ

がよる 黒子
ほ く ろ

ができる 腰曲がる 

 頭はげる ひげ白くなる 

手は震う 足はよろつく 歯は抜ける 

  耳は間こえず 目は疎くなる 

身に添うは 頭巾襟巻 杖眼鏡 

   たんぽ温石 尿瓶
し び ん

孫の手 

聞きたがる 死にともながる 淋しがる 

   心は曲がる 欲深くなる 

くどくなる 気短くなる 愚痴になる 

  出しゃばりたがる 世話焼きたがる 

またしても 同じ話に 子を褒める 

  達者自慢に 人は嫌がる 

京都府立医科大学の山田博士の「暦年年齢と

生理年齢」という研究では、大脳の血を採って

血液の若さを調べると、同じ年齢でも「若さを

保っている人」と「老け込んでいる人」との個

人差があることが判明したという。 

すなわち、３５歳では±４歳、４５歳で±６

歳、５５歳で±７歳、６５歳で±８歳、７５歳

で±９歳の差が出たという。年を取るほど、差

が開くそうです。 

人の一生の体の変化について、一般的な傾向

として、「向老期」（４０～４９歳）と呼ばれる

時期には、運動能力、体力が衰え、血管などの

組織が硬化し始める、「初老期」（５０～５９歳）

には白髪・老眼など老人的傾向が出てくる、 

「老年期」（６０～７９歳）となると、老化

現象が進み動作が遅くなります。但し個人差が

大きい。そして、８０歳以上は「老衰期」と呼

ばれ、内臓器官の衰えが見られ、関節が硬くな

るという次第で、人間の年齢の推移と体の変化

をこのように分類して説明することができま

す（乳児期から壮年期までは省略）。 

老人社会学では、一応６５歳をもって「老人」

とし、それ以前を「老人前期」、以後を「老人

後期」と呼んでいます。 

それで、健康を維持し、少しでも老化を遅ら

せるために、いかにすべきかとういことについ

て、有名な遺伝子学の権威村上和雄博士の説に

よると、心も体も人間が活性化するためには、

遺伝子のスイッチをＯＮにしなければならな

いとのことです。遺伝子のスイッチをＯＮにす

ると心も体も活性化する。そのためには３つの

条件がある。 

１．志を高く持つ、 

２．感謝の念をもって生きる 

３．プラス思考を持つ 
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この３点を心がけると心も体も活性化する

との説を唱えています。 

そのほか、実際に健康で長生きされた方の老

化防止の方法を紹介します。 

・御木本幸吉（真珠王）[９７歳]は、勝沼精蔵

博士から伝授された健康法で、小魚と海藻

類をよく摂る食生活。 

・唐牛敏世（かろうじ びんせい：みちのく銀

行頭取）［１０４歳］の健康法は「正寝法」。

大の字に寝て、手足の指の屈伸運動とマッ

サージ３０分。「来てみればさほどでなし白

寿かな」 

・牧野富太郎（独学の大植物学者）［９０歳］

の場合は、気概と執念。「我が姿たとえ翁と

見ゆるとも心はいつも花の真盛り」 

・斎藤茂太（精神科医）［９０歳］の長生きの

秘訣は「笑うこと」。「一怒一老」ではなく「一

笑一若」でストレスを克服。数病息災こそ健

康の秘訣という。 

・松原泰道師（臨済宗妙心寺派住職）［１０１

歳］のモットーは「生涯修行、臨終定年」。

車椅子生活で、できる修行は読む、書く、話

すだけと、「南無の会」で辻説法。 

・日野原重明（「生活習慣病」という言葉の生

みの親）［１０１歳］の元気で楽しく生きる

健康の秘訣は「良い習慣」。腹八分目となる

べく歩くこと（『生きるのが楽しくなる15 

の習慣』講談社+α文庫）。 

・曻地三郎［１０７歳］ 百歳になってから５

回も世界一周旅行を行った人で、その健康

長寿の秘訣は、一口３０回噛むことと冷水

摩擦、棒体操（『百歳時代を生きぬく力』東

洋経済新報社）。 

・橋本武（９８歳で灘校の教壇に立った伝説の

国語教師）［１０１歳］は、１００回以上噛

むことだけが唯一の健康法。趣味も多彩

（『伝説の灘校国語教師の「学問のすすめ」』

PHP 文庫）。 

・やなせたかし（９０歳を超えても超多忙で活

躍された、アンパンマンで人気の漫画家）

［９４歳］は、９０歳を前にして１０回も手

術を受けたが、その後も超多忙を乗り切る

ため腕立て伏せを朝、昼４０回ずつ行い、し

ょうが料理など健康レシピも考案した。 

・柴田トヨ（詩人）［１０１歳］は、９２歳か

ら詩作をはじめ、詩集『くじけないで』を９

８歳で上梓して１００万部売れる。第二詩

集『百歳』と合わせると２００万部で、海外

５ヶ国でも出版された。 

以上をまとめると、大事なことはプラス思考

でいること、適度な運動をすること、趣味など

何か打ち込むものを持つこと、この３つが大事

だと思います。 

体にいい健康法は、とにかく習慣化すること

が大事です。「人間は習慣の奴隷」といった人

がいますが、習慣化すれば続けることは簡単で

す。 

私が現在習慣化している健康法は、毎日青汁

を飲む、小食でよく噛むこと、速歩でよく歩く

こと（新聞、雑誌で紹介される）、起床時は青

竹踏み５００回、腕立て伏せ８０回、柔軟体操

１０分が。入浴中浴槽で両拳握り１００回と両

脚の前後動５００回。 

まだまだ１００歳を目指して頑張っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2020年9月12日 Zoom 例会に参加 
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【追悼篇】 

 

◆川崎利秋さんとの思い出   

村上 日出夫 

川崎さんは、1992年に入会され、2023年7月

15日に会員在籍中で他界されました。享年97歳

でした。2018年までは、私と一緒に発表会で演じ

ていただき、コロナ禍でも2年前まで ZOOM に参加

され TAMCを愛する長老でもありました。 

川崎さんは彌永さんと懇意にしており、お二人の

力で、私を TAMCに入れて頂きました。 

私が入会した当時は、川崎さんから、いろいろマ

ジックについての演技、考え方などをご教示して頂

きました。また、秋の発表会については彌永さんと3

人で毎年演じさせて貰いました。 

その後、彌永さんが退会されたので、鈴木さんに

加わって頂き、川崎さんを超魔術師の「リッキーさ

ん」として髭を付けて発表会に何度か出演してもら

い、好評を受けました。 

また、月２回ある例会について、その帰りは、お

互いの家が比較的近いせいもあり双方の下車駅で

ある JR の武蔵境までご一緒し、いろいろと電車の

中でご高説を賜り、私からは、経営に対する悩みな

ども相談させて頂き、大変助かりました。 

川崎さんは、マジックの他に日本ダーツ協会の

会長及び吹き矢の団体の役員、経営に関する講

演会も年に何回か講師として講演されて最後には

聴講者にマジックをお見せして人気を得ているとの

ことでした。 

その他には、血液占いに凝っているようで、血液

占い同好会を月2回10数名集めて開いているとの

ことで、何事も研究熱心な方でした。私も血液占い

に興味があったので、「当たらない場合もかなり有り

ますよね」と言ったところ、「性格と気質は違うので

すよ。性格は本人の努力で変えられますが、持っ

て生まれた血液型による気質は、変わらないよ」と

おっしゃってました。それでは、「マジックの好きな

方の血液型は何型が多いですか」と聞いたところ、

過去に TAMC のメンバーを調べたらしいのですが、

B 型と AB 型が多いとのことでした。となると B の血

は、出たとこ勝負に強いので、マジシャンに向いて

いる様です。現在の TAMC は、どうなっているか調

べたいところですが個人情報問題で無理かも知れ

ませんね。 

その他、健康にはかなり気を付けていらっしゃる

ようで、毎朝、腕立て伏を80回、懸垂を数十回、

冬でも部屋中の窓を全部開けて寒風摩擦している

と聞かされビックリしました。 

そのおかげで、長寿を全うされたことに敬意を表

したいと思います。  

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

◆川崎さん追悼                                

森田 晃 

川崎さんが亡くなった。栄光・苦難・復活と続い

たＴＡＭＣの平成の時代が遂に終わったと云う感じ

がする。 

僕と川崎さんの関わりは、僕がＴＡＭＣに入会す

る前、僕の父森田銈治郎の葬儀のときに、ときのＴ

ＡＭＣ会長だった川崎さんに送辞を読んで頂いたこ

とに始まる。その後 父の沢山の遺品の整理に、小

永井さん、坂本さんと共に来宅されて、遺品を散

財させるのは勿体ないから父の跡を継いで入会せ

よと言われたことで お付き合いが始まった。平成

７年１１月のことである。 

子供の頃からマジックに多少の興味を持ってい

た川崎さんが本格的にマジックを始めるのは、僕の

父のマジックを宴席で見たことによる。川崎さんが

セーラー万年筆の経理課長のときに、僕の父が社

長をしていた会社に建屋を発注した。そのため父の

会社が設けた宴席で、父の余興のマジックを食い

入るように見ている人がいた。川崎さんである。そこ

で「そんなにマジックがお好きならＴＡＭＣに入会し

ませんか」と父に言われたのが川崎さんがＴＡＭＣ

に入会した経緯である。昭和３７年暮れのことであ

った。 

入会翌年の昭和３８年、川崎さんは第１８回大
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会に早速初出演して僕の父の直伝の「テープ切り」

を演じたが、入会はしたものの未だ仕事が忙しくて

例会は殆ど欠席していた。それにも関わらず「大会

だけは出演しなさい」と云う僕の父の言葉と準備と

指導で、大会には１８年連続欠かさず出演したこと

は語り草になっている。 

昭和５４年に会社を変わったら木曜日が休日だ

ったので、時間の余裕を得た川崎さんはマジックの

活動に本腰を入れる。高木重朗さんを師と仰いで

練習に励んで、阿部徳蔵さんの「近頃銀座風景」

「秋」「若狭の水」、高木重朗さんの「五つの袋」「天

一のサムタイ」など先輩たちの名作を大会で数多く

演じている。これだけ多くの先輩たちの名作を大会

で演じたのは川崎さんだけだろう。その中でも「若狭

の水」は川崎さんの十八番となってＴＡＭＣの大会

で３回、会社の宴席でも多数回演じられたと聞く。

また会社では営業を担当したので顧客との付き合

いに有効なサムチップ、シルクなどが得意芸になっ

たようだ。 

このようにＴＡＭＣで活躍するようになった川崎さ

んは、ＴＡＭＣの大久保彦左衛門と云われた安藤

徳次郎さんの跡を継いで昭和５８年に幹事長に就

任して、平成２年まで８年間在任した。このときから

数年間のＴＡＭＣは会長：森田、名誉会長：坂本・

堤、堀、上野、副会長：池田・安藤、松本、企画部

長：高木、幹事長：川崎さんと云う そうそうたるメ

ンバーが並んでいて、正に栄光の時代を形成した

のである。 

しかし平成４年に会長に就任した川崎さんには

苦難が待っていた。平成２年に第一生命ホールが

使えなくなってからは会の財政状態が急激に悪く

なって、星稜会館を使って大会の規模を１年おき

に縮小せざるを得なくなったのである。翌年への繰

越金が数万円しかないと云う状況にありながら、歯

を食いしばって、この苦難を乗り越えている。 

一方で川崎さんは安藤徳次郎さんと親交が厚く

て、マジック以外の活動を数多く一緒に行っている。

石原莞爾・平和思想研究会、秋田雨雀・土方与

志記念青年劇場、安岡学研究会、西式健康法な

どであって、大変に奥深くて幅広い活動であったが、

これらはＴＡＭＣには直接関係ないので内容は省

略する。関心がある方は創立８０周年記念誌の川

崎さんの投稿を読まれたい。 

大久保彦左衛門：安藤徳次郎さんに関して森

田は、あるとき川崎さんが同席する別室に呼ばれ

て、森田の大会に対する考え方や やり方はＴＡＭ

Ｃの精神に合致しているので、このまま続けるように

と云われたことがある。そんな訳で お二人は僕の

心の支えになっていた。 

川崎さんが血液型による性格判断に一言を持っ

ていたことは有名である。その中で面白かったのは

日本の血液型は大半がＡ型とＯ型でＢ型とＡＢ型

は３割しかいないが、ＴＡＭＣではＢ型かＡＢ型でな

いと会長になれないという一言である。確かに、森

田、池田、川崎、持永、多湖、都築、坂本、山本ま

でが全てＢ型か ＡＢ型なのである。 

８０歳を過ぎてからも川崎さんの大会への出演

意欲は旺盛で、彌永さん、村上さんの企画演目に

リッキーさんの芸名で９３歳まで出演した。古い時

代は分からないが、９３歳での大会出演は、ＴＡＭ

Ｃの最高齢記録ではないだろうか。実は川崎さん

は「ぶら下がり健康器」に晩年までぶらさがっていた。

そのために手の皮は出来た豆でガチガチでごつく、

そのような手でサムチップやカメレオンシルクを得

意芸としていたとはとても信じられない。でも この

ぶら下がり健康法が、歴代会長の中で９９歳の池

田さんに次ぐ第２の長寿だった理由かも知れない。 

ご冥福を祈る次第である。 

 

                                       

◆川崎利秋大先輩との思い出                   

犬竹 一浩 

 私は１９８８年にＴＡＭＣに入会しました。森田

銈次郎さん（現会員の森田晃さんのご尊父様）と、

川崎利秋さんの二人の紹介でした。 

川崎さんはセーラー万年筆㈱の取締役の後、１

９７２年以降はミサワホーム㈱に入社され取締役、

常任監査役を歴任されました。 

非常に紳士的で真面目で努力家で、しかも、オ

チャメな面もありました。 

戦争の関係で人生に於いて二度、死の淵をさ迷

った事があったそうですが、その経験から「人生は
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一度きりだから出来るだけ長生きして楽しく生きよう」

と言う考え方を力説しておられました。 

手品やあらゆる分野の趣味で社会貢献を積極

的に実施され、その時に短歌 

『百歳を超えるまで生きて  

マジックを教える わが姿想いつ』 

と詠んでおられます。 

又、血液型人間学研究会代表として、血液型と

性格や適性なども研究されていました。ＴＡＭＣの

会員には、Ｂ型と AB 型の人が多いという話を耳に

した事があります。B型は出たとこ勝負に強い、と。 

ちなみに、川崎さんは何型ですかと尋ねたと 

ころ、B型で奥様も B型でした。 

『(性相近く習い相遠し) 

Ｂ型夫婦も50年過ぐ』川崎さんの短歌 

私の自宅に奥様とお見えになった時の事である。

奥様のことを「お～い、お～い」と呼んでいたため

「川崎さんらしくないですよ」と言うと「静子さ～ん、

静子さ～ん」と呼び返しました。奥様はビックリして

「ハ～イ、ハ～イ」と飛んでこられた事を鮮明に覚え

ています。すごく、オチャメな方でした。 

入会して11年目「犬竹さん、未だＴＡＭＣで（南

京玉すだれ）を舞台で演じた人はいないから、２人

で挑戦してみませんか？」と、声をかけられ、即、

快諾しました。１９９９年の事でした。 

八王子に事務所を構えていた南京玉すだれ界

のトップ、芝辻たかし先生（元国鉄の OB）の処へ２

人で半年以上通い指導を受けました。 

この年のヤクルトホールでの秋の大会に２人で演

じ大成功を収めました。あの独特な衣装をＮＨＫエ

ンタープライズのエグゼクティブプロデューサーをな

さっていた山本玄一さんのお手配で着ることが出

来、良く似合っていると二人で喜びあいました。 

ＴＡＭＣの集団は実に素晴らしい実行力と知恵

の塊のように感じました。夢というものは、人との出

会いから生まれ、そして連鎖を起こし、心の中に風

を起こして勇気と深い絆が生まれるものだと、言わ

れています。 

ここで、川崎さんのお陰で私の人生に忘れる事

の出来ない想い出を述べさせていただきます。 

川崎さんと同郷広島出身の紺野逸郎さん（ＴＡ

ＭＣ会員で2010年ご逝去）とも非常に親しくなりま

した。奥様は有名なオペラ歌手でした。ハワイ島の

最大の町「ヒロ」に移住され「何時か我が家に遊び

に来てください」と言われ妻と出向きました。ハワイ

島は美しい自然に囲まれ世界遺産のキラウエア火

山やマウナケア山からの満点の星空など最高でし

た。 

紺野さんはヒロ市のロータリーメンバー。私は埼

玉日高のロータリーメンバーです。そこで、紺野さん

より紹介して頂き、３種類のマジックを披露して大

喝采を受けました。 

又、私が㈱ヤオコーの総務部長をしていた時川

崎さんより「ミサワホームの総務部長・児玉さん（川

崎さんの秘蔵っ子）が全国総務部長会の方々と１

年間の総務関係セミナーを受講するので一緒に勉

強しては、どうですか？」とお誘いがありました。この

結果、児玉部長（宮城県出身）とも真の友となりま

した。 

その後、首都圏を統括する支店長に昇格されま

した。個人的には、アパート３棟の建築をお願いし、

続いて、明治12年に建てた母屋と庭にある特定郵

便局舎を、ミサワ関連の元宮大工の方々の力で1

年９ヶ月の時間をかけ、大改築をしました。この様

なさまざまな出来事も川崎さんとの出会いに於い

ての縁、ご指導、ご紹介の賜物と深く感謝しており

ます。 

今、川崎利秋さんとの想い出を執筆するに当り、

造詣の深かった、血液型、ダーツ、広島原爆体験、

短歌等々、ご健在中に、もっともっと、お聴きしてお

くべきだったと大変に悔やまれてなりません。 

安らかにお眠りください。    合掌 

（2023/08/10） 

 

◆川崎利秋さんの思い出      

氣賀 康夫  

TAMC の会員とお付き合いしていると、奇術は

「長寿の良薬」であるという印象を持ちます。 

老後の生活については何の心配もなく、また趣味

もなく、毎日食べる、寝るのほかは、新聞とテレビを

見るだけというのでは生活に張り合いがなく長寿に
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も意味がありません。一方、趣味を持つ人を見ると、

それが生きがいになっているので、長寿のもととな

る前向きな人生を送っておられることがわかります。 

TAMC の諸先輩で山脇さん、多湖先生、川崎さ

んなどは健康法にも注意をしておられ、これなら１０

０歳越えは間違いないと、個人的にお手本として尊

敬しておりました。 

しかし、このたび川崎さんを失って感じることは、

百歳まで生きるということはなかなか難しいものだと

いう実感です。「まれ」と言われた古稀なら現在で

は超えることができるが、百歳はいまでも遠いと実

感します。今は「百寿はまれなり」というべきでしょう。 

川崎さんには個人的にもミサワでお世話になりま

したが、ＴＡＭＣでも長年ご健在で、若い方に交じり

ながら舞台でも最近までご活躍でした。そしてサム

チップをご愛用で、例会などで名演技を何度も拝

見しましたが、そのときの笑顔が忘れられません。

このたび、天国に旅立たられるに際してもサムチッ

プのご持参はお忘れにならなかったと思います。ご

冥福をお祈り申しあげます。 

 

 

◆川崎利秋様を偲んで 

蔵原 克治 

９７歳の天寿を全うされた川崎利秋様のご逝去

の報に接し、心からお悔やみ申し上げます。 

川崎さんは多湖先生や、小永井さんと同じ年齢

で、ＴＡＭＣ第１４代会長を務められ、多大な貢献

をなさいました。 

川崎さんは「サムチップとハンカチ」で、ご高齢に

も関わらず、見事な演技を見せて頂きました。又、

小永井さんと共演された「若狭の水」が印象的に

残っています。大変温厚な方で、どなたとも快く接

しておられました。 

私とは住まいが近く、小金井市に住んで居られ

ましたので、年に数回、武蔵境の喫茶店でお会い

して数時間、マジック談義を交わしました。勿論、マ

ジックの演技についてのお話しも楽しく拝聴させて

頂きしましたが、それと同時に人生訓についての貴

重なお話しを有難く聞かせて頂きました。 

特に自分の人生は全て「人間万事塞翁が馬」で

あったというお話しが印象に残っています。90年の

人生の中で、その実体験を細かくお話し頂きました。

広島での原爆投下の日の様子や熊本での足切断

の間際の様子などのお話しが印象に残っています。

川崎さんから頂いた教訓を大切にして、人生何が

起るか判らないので、決して高ぶらず、落ち込まず、

日々の生活を大事に過ごして参りたいと思っていま

す。 

ご冥福をお祈り致します。・ 

 

 

◆川崎利秋様の追悼文                      

池内 和彦 

川崎利秋氏にはいろいろとお世話になり、想い

出がたくさんあります。 

学士会館の個室を借切り、私一人だけで「シル

クとロープのマジック」の個人指導を受けました。と

ても丁寧に親切に教えてくれました。川崎利秋氏

の演じるマジックは自然に行っている演技の素晴ら

しさに感動をしました。 

その時に「元気の秘訣は何ですか？」と尋ねて

みますと、①毎日多く歩くこと、②食事はよく噛むこ

と、③目標を定めること、④日記をつけること、⑤本

を読んで覚えて記憶すること、等々を語っておりま

した。 

継続をすることと記憶力が凄いことに感心をしま

した。サミエル・ウルマンの「青春」を全文を諳んじ

て語ります。（2016年4月30日） 

ボランティアマジック出演にも数回同行をさせて

学士会館での個人指導 
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いただいたことがありました。ディ・ホーム上北沢で

マジック披露をした時に、観客たちに川崎利秋氏が

90歳を超えていると紹介をすると60名ほどの人た

ちがビックリしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その時に演じたのは、光の移動、双六マジック、

カラーレコード、神田祭、カードマジック、お札マジッ

クなどを披露しておりました。その後の打ち上げの

時にお聞きした話の内容がとても面白く参考になる

ことが多くあります。川崎利秋氏は戦争と広島原爆

では九死に一生を得る凄い体験をしていました。 

 TAMC では第14代会長（平成4年～8年）に就

任しておりました。 

「一笑一若、一怒一老」の精神をもとに TAMCの

理念を正統に推進をして若手の育成と組織の発

展に尽力されていた素晴らしい方です。 

 川崎利秋氏のご指導に感謝してご冥福をお祈

り申し上げます。合掌 

 

 

◆川崎大先輩の思い出                 

近藤 誠 

川崎大先輩に突然、声を掛けられたことを思い

出しました。 

入会間もない頃、リハーサル会場へ向かう路上

で、後ろから、イキナリ、『君！近藤君だったな！』

と声を掛けられました。 

名前を憶えていただいていたのも恐縮しましたが、

会場までの道すがら、マジックのお話は無く、＜多

湖先生との馴れ初めや共通の趣味のお話＞をず

っとされていて、楽しかったことを思い出しました。 

当時の印象１ 

『ＴＡＭＣはマジックという趣味で集っている団体

だが、それ以外の趣味ででも、親交を深めていらっ

しゃるのだな。』と思いました。 

当時の印象２ 

何度かボランティア活動もご一緒させて頂きまし

た。『川崎大先輩、高齢だが、サムチップがとても

上手で一流だな。』と当たり前と言えば当たり前で

すがそう感心したのを思い出しました。 

ボランティア後の喫茶店での反省会の際、お聞

きしたら、氏曰く、『自分が入会した当時、仕事が忙

しく、発表会のマジックもまともに練習ができなかっ

た。（近藤の記憶違いかも知れませんが）森田さん

のお父さんからこれだけでいいからと、徹底的にサ

ムチップを利用したマジックを叩き込まれた。』とお

っしゃっていました。 

まさにお人柄もさることながら、一芸に秀でた素

晴らしいサムチップでした。 

大先輩の意志を継いで、我々も、何か一つ、誇

れるマジックを身につける必要性を痛感しました。 

当時の印象３ 

私の話や同席した方達の話に対しても、『うん、う

ん、そうですか』と真剣に聞いて下さいました。歳を

取ってくると、人の意見を聞けない人間が出てきま

すが、流石、大先輩は違いました。 

私も女房から色々言われる事が多くなりましたが、

『人の言葉に耳を傾ける姿勢』は大いに学びたいと

思いました。 

川崎大先輩のご冥福を、心よりお祈り申し上げま

す。                      （合掌） 

デイホーム上北沢でマジックを披露 

ＴＡＭＣ懇親会で乾杯の発声 
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◆川崎利秋さん追悼文 

山崎 孝一 

川崎さんの最近の動向を知る事が出来ず、心配

をしていた矢先に突然の訃報を受け、大変驚きま

した。心よりお悔やみ申し上げます。 

1962年入会の大先輩で、また仕事面でもご縁

があったことから特別懇意にさせて頂きました。マ

ジックでは特に巧みなロープの演技が強く印象に残

っています。また後年には発表会舞台でのリッキー

さんがはまり役で大変人気がありました。 

これからまだまだ長生きして頂こうと思っていまし

たので誠に残念です。 

川崎さんが安らかに永眠されますよう、ご冥福を

心からお祈り申し上げます。 

 

 

◆川崎利秋さんを偲んで 

柳川 幸重 

私が TAMC に参加させて頂いた1980年代初期

には、すでに会員歴２０年になっていらした川崎さ

んにはとても親切なご指導をいただきました。 

広島で被爆された時の、ガラス片で全身傷だら

けになったというお話を聞いた時は、よくご無事

で！と驚いたことを今でもよく覚えております。 

マジックを心から愛していらしたお気持ちは、引

きついでいきたいものだと思っております。謹んでご

冥福をお祈り申し上げます。 

 

◆川崎さん追悼 

高橋 哲夫 

川崎さんとはマジックのことは直接話したことはな

かったですが、会員発表でお話を伺うにつけ人生

万事塞翁が馬ということを実感できました。 

皆さんご存じの話としては、兵隊に行って、病気

で広島に帰ってきて、原爆の当日に窓ガラスの破

片を全身に受けて、暫く動けなくなってしまったこと

などの話は今も覚えています。 

でもそのおかげで生き延びることが出来たという

のは人生いろんなことが起きるものだと思いました。 

謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

◆川崎さんの思いで 

鈴木 眞弓 

彼は広島出身で子供頃被爆して窓ガラスが割

れて血だらけになったそうです。義父も授業中吹き

飛ばされたそうです。百歳まで生きました。 

氏は九州大学に入学して、人相をよく見て皆様

に喜ばれたそうです。多芸多彩な方で、手品の他

血液型に興味を持ち、月に一度学士会館で会合

を開き、孔子、釈迦、キリストは何型か、今年の野

球はピッチャー、キャッチャーは何型で今年はどこ

が優勝するのか、など論議しました。終わって会食

です。 

氏はミサワに勤務していたとのことです。私の家

の外装もお願いしました。 

手品では村上さんが中心になり、私も入れてもら

い、氏は長老としてリッキーさんで活躍しました。そ

の時吹き矢、ダーツなど連れて行って頂きました。

楽しい思い出でいっぱいです。 

心から御冥福をお祈りします、 

 

 

【LINE に寄せられた会員メッセージ】 
（発言順） 

三好勉 川崎さんは私の母と同い年でした。い

ろいろご指導いただきありがとうございま

した。こころよりご冥福をお祈りいたします。 

田澤利明 川崎さんは97歳だったのですか？

耳こそ遠くなられた様ですが、2年前までは

ZOOMにも参加されてお元気だったように思

いましたが残念です。私もかわいがっていた

だきました。ご愁傷様です。謹んでご冥福を

お祈りいたします。 

関克己 川崎さんが亡くなったのは,とても残

念です。私もいろいろお世話になりました。

ご冥福お祈りしております。 

濱谷堅蔵 川崎さんの訃報に接し、謹んでご冥

福をお祈りいたします。 

またひとり、重鎮が亡くなり寂しくなりまし

た。 
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吉室誠 川崎さんの訃報に接し、謹んでご冥福

をお祈りします。当方がＴＡＭＣに入会する

ときの紹介者でした。活動をあたたかく見守

ってくださいました。 

蔵原克治 川崎さんのご逝去に心からお悔や

み申し上げます。小金井にお住まいの為、

時々武蔵境の喫茶店でお会いしてマジック

談義をしていました。大変お世話なりました。

ご冥福お祈り致します。 

村上日出夫 川崎さんがお亡くなりになられ

たとの事、びっくりしました。謹んで、ご冥

福をお祈り致します。 

私とは、発表会で、10年以上にわたり、毎年、

リッキーさん役をお願いしており、大変お世

話になりました。感謝しております。 

いろいろ思い出すことがあり、感無量です。

本当にご苦労様でした。 

近藤誠 川崎先輩のご冥福を心からお悔やみ

申し上げます。 

高橋忠利 川崎利秋様には、大変お世話になり

ました。心からご冥福をお祈りします。 

松岡尚登 川崎さんのご逝去に接し、心からお

悔やみ申し上げます。残念です。ニッショー

ホールの控え室で、川崎さんから「健康法」

についてご高説を拝聴したことがあります。

80代後半で腕立て伏せ80回、ぶら下がり鉄

棒、腹筋、サラダを欠かさず召し上がってい

るなど興味深いお話しでした。「サムチップ

とシルクの使い方」についても教えていただ

きました。古き良き「TAMC らしさ」を保持

されていた紳士でした。ご冥福をお祈り申し

上げます。 

倉持賢一 謹んでご冥福をお祈り申し上げま

す。 

山崎邦宣 川崎さんのご逝去を知り驚いてお

ります。色々なお話しを聞いたり、マジック

を教えて頂きました。ご冥福をお祈り申し上

げます。 

氣賀康夫 川崎さんのご逝去は悲しいお知ら

せです。１００歳まで、肉体的にも精神的に

もお元気という先輩として目標にしていた

ので、残念です。思い出すのはサムチップの

名演技でした。ご冥福をお祈り申しあげます。 

池内和彦 川崎利秋様のご逝去をお悔やみ申

し上げます。 

ボランティアマジックでご一緒した時の想

い出が蘇ります。 

健康維持のために身体管理を大切にしてい

るお話はとても参考になりました。 

また学士会館でシルクマジックの研修を個

人指導を受けとことは私の財産となってお

ります。 

 ＴＡＭＣの精神と理念を持っております方

であり、人に対しての優しさがとてもありま

すことは見習うお手本となっております。 

川崎利秋様のご冥福をお祈り申し上げます。 

合掌 

井上由基 川崎先輩の御逝去､心よりお悔み申

し上げます。TA MC 入会の時を始め，南京玉

すだれ の講習会参加や，色々なマジックの

ご教授､90過ぎても，元気で頑張れる健康法

等､懐かしく思い出します。どうぞごゆっく

り，おやすみください。合掌 

柳川幸重 謹んでお悔やみ申し上げます。 

出水博造 謹んでお悔やみ申し上げます。 

中村紀典 川崎さんは色々な健康法を実践し

ていたので100歳以上生きると思っていたの

ですが、残念です。ご冥福をお祈りします。 
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【編集後記】 
7月２３日、帰宅途中の中央線快速の車内で、

携帯に登録のない電話番号からの着信があった。

誰かわからず、面倒な電話であれば車内で話すの

も憚られ、大事な要件ならばまたかかるだろうと、そ

の場はスルーした。 

その後、その電話のことはすっかり忘れていたが、

翌日の昼前、再び同じ番号からの着信履歴に気が

ついた。よく見ると、固定電話の番号で市外局番が

0422。学生時代、武蔵野市に住んでいた時の自

分の局番と同じだったので、その近辺に住む知人

なのかと、いろいろ思いを巡らし、もしやとＴＡＭＣの

名簿を確認したら、川崎さんのご自宅。 

その時点で、最近例会にもお出になっていなか

ったので、いやな予感がした。 

すぐに電話をかけると、ご子息が出られて、川崎

さんが７月１５日に亡くなられたとのご報告。亡くな

る一ヶ月前くらいから、急速に体調を崩されたとの

こと。 

川崎さんは、100歳までは生きることを目標にさ

れていた。会員の誰もが、元気な川崎さん、健康

に人一倍こだわっていた川崎さんは、100歳までは

生きると思っていた。けれども、追悼文で氣賀さん

が書かれていたように、今のような長寿の時代でも、

人は100歳まで生きるのは難しいのだろう。ご本人

は悔しい思いをされて逝ったかもしれないし、案外

そうではなくて、自分の人生に満足して、安らかに

眠りにつかれたのかもしれない。 

自分としては、後者のように思いたい。 

晩年の例会での講話は、ほとんどが健康に関す

るものであるが、あらためて、今回収録した川崎さ

んの遺稿を見ると、それはご自身の病気との闘い

の反映であったことに気がついた。 

「わが闘病記」（寄稿）では、2014年の1年間い

ろんな大病をされて、たいへんだった様子が描か

れている。当時89歳。この年齢でこれだけの病気

をすれば、普通はそのまま寝たきりになるところだが、

川崎さんは、回復に努められ、2015年10月第1例

会では「長寿の秘訣」、11月第２例会では「健康に

ついての話」を発表するなど、復活を遂げられた。

ところが、2017年には、奥様を亡くされ、ご自身も3

度も倒れた。それでも、その年最後の12月第２例

会に最後となる出席をされ、「健康について」を話さ

れた。 

川崎さんの健康論の特徴は、単に肉体的な健

康の維持だけではなく、精神も含めた生活上のクォ

リティの維持を重視することだ。 

今回、遺稿篇と追悼篇の二部構成としたきっか

けは、追悼文の募集をした際、「人間塞翁が馬」の

会報記事を載せて欲しいと、田澤利明会員からの

要望があったからである。その会報の担当は田澤

さんであった。 

そういえば、自分も会報担当で、何度か川崎さ

んの発表の録音を翻刻して会報に載せたことがあ

ることを思いだし（例えば今回収録の最後「健康に

ついて」もそうである）、記念誌、会報から川崎さん

の講話的記事を収録することを思いついた次第で

ある。 

会報発行を電子化し、古い会報や記念誌もＰＤ

Ｆにして保管したおかげで、これだけ遺稿を見つけ

ることができた。まだ見落としがあるかもしれないが、

一人で行った作業なので、その場合はご容赦願い

たい。 

最後に、川崎さんは、血液型人間学の大家とし

て会員にも知られて、当会の例会でも講話として話

された要旨を収録したが、日本経営協会が発行す

る『Omni-management（オムニマネジメント）NOMA

経営情報誌』という雑誌に掲載された記事を国立

国会図書館のデジタルアーカイブで見つけたので、

それを収録して、川崎さんの追悼号を閉じたい。 
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別伝 日本の達人 第２回 （Omni-management 1993年2月号） 

ビジネス社会に提唱する 

「血液型人間学」の大家  

川崎利秋さん 

■プロフィール 

広島県出身。大正14年10月12日生まれ。昭和

26年、九州大学経済学部卒業。同年、セーラ

ー万年筆㈱入社。昭和45年、取締役。49年、

ミサワホーム㈱取締役。54年、ミサワホーム

エンジニアリング㈱社長。現在、ミサワホー厶

㈱常勤監査役。血液型人間学研究会主宰、東京

アマチュア・マジシアンズ・クラブ会長、安岡

学研究会代表世話人。血液型Ｂ型。 

 

血液型が合わないから、あの人とは相性が悪い、という言い方をする人を見かけることがある。また血

液型によって、どの仕事が向くとか向かないとかいう人もいる。「血液型人間学」という言葉をご存じ

だろうか。一口でいうと、自分の血液型の特性を知ることで自身の人間的成長に役立たせ、さらに各血

液型の特性を理解することで、よりよい人間関係を作ろうとするのが、血液型人間学だ。その草分け的

存在であり、権威でもあった能見正比古氏(故人)と出会ったことで、血液型人間学の虜になった人がい

る。川崎利秋さんである。能見氏亡きあと、その遺志を継いで、その普及・啓蒙に情熱を注いでいる。

今回は、血液型に魅せられたビジネスマンの話である。 

 

 

取材のため、東京・新宿のＮＳビルにあるミ

サワホームを訪ねた。名刺交換のあと、早速「あ

なたの血液型は？」ときた。「さっそく聞いて

きたな！」。テーマが血液型だけに血が騒いだ

というのは冗談だが、川崎さんはなぜそれほど

血液型にのめり込んだのだろうか。 

 昭和50年頃、ミサワホームの人事部長だっ

た川崎さんは「血液型と人事管理」という、当

時としては一風変わったテーマの講演会に出

席した。講師は能見氏。「なるほど、さもあり

なん」と感心するとともに、能見氏に大いに魅

せられた。 

ここから、川崎さんと血液型人間学の熱い関

係が始まる。早速、能見氏が主宰する、血液型

で人間理解を目指すサークル「ＡＢＯ(アボ)の

会」に加入。さらに各界の識者を募り、本格的

な研究集団を作りたいという能見氏の提案で、

「人間科学学会」が結成され、学者、劇作家、

野球評論家、翻訳家といった多士済々のメンバ

ーに混じって、ビジネスマンとしてはたったー

人参加した。 

 やがて、川崎さんは血液型をビジネスの世界

で役立てることに思い至る。そこで、血液型別

にトップセールスマンを選び、各人のやり方を

観察することで、各血液型の気質•特性がどの

ように活かされているかを分析・整理し、営業

マン育成のノウハウとして活用した。 

 その内容は『血液型チームワークのすすめ』

(講談社刊)に収められている。また、直営工事

部門を発足させる際に、ＡＢ型の社員を中心に

プロジェクトチームを編成し、大きな成果をお

さめた等々、川崎さんの成功談は枚挙に暇がな

い。 

 ところが、昭和56年、能見氏が急死したこと
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で、今度は自分が恩師の遺志を継ぎ、新たに「血

液型人間学研究会」を主宰した。同会は現在会

員数30名で、毎月定例会を開き、研鑽に余念が

ない。 

血液型による適材適所へのアプローチ 

 それでは、川崎さんに血液型に関するウンチ

クの一部を披露していただこう。読者のご存じ

ないオモシロイ話が聞けそうだ。 

 プロ野球を例にとろう。トップバッターは出

塁することが第一の役割だが、これには責任感

の強いＡ型が向く。西武の辻、近鉄の佐々木な

ど、パリーグのトップバッターにはＡ型が多い。

クリーンアップには、プレッシャーに強いとい

われるＢ型とＯ型をセットにすると強い。長 

島は典型的なＢ型だし、王はＯ型だ。卜ップバ

ッターだった柴田はＡ型で、周知のとうり彼ら

を軸に巨人はＶ９を達成した。広島の山本浩二

はＢ型で、衣笠はＯ型。かつて西鉄の黄金時代

を築いた中西と大下もＢとＯである。 

 咋年の日本シリーズはＯ型とＢ型の戦いだ

った。西武の森監督とキャッチャーの伊東はと

もにＯ型、ヤクルトの野村監督とキャッチャー

の古田はいずれもＢ型である。Ｏ型とＢ型の

丁々発止で、近年まれにみるオモシロサの日本

シリーズになったことは記憶に新しい。 

 そこで大事なことは、こういったデー夕を知

っているだけではなく、それをどう活かすかで

ある。その際に一つのヒン卜になるのが「おも
．．

り
．
のサイクル」といわれるものだ。 

それぞれの血液型には、当然長所と短所があ

る。日本人の血液型の構成は、ざっとＡ型４割、

Ｏ型３割、Ｂ型２割、ＡＢ型１割となっている

が、例えばＢ型の場合、気さくで、あけっぴろ

げな気質だといわれるが、反面、お天気屋なと

ころがある。だからノッているときは非常に強

いが、そうでないときは気のぬけたビールのよ

うな感じになりやすいという。 

つまり、血液型の気質傾向は、プラスにもマ

イナスにも働くのだ。 

そのため、その血液型がもつマイナス面を、

他の血液型のプラス面で補ってやる必要があ

る。 

 具体的には、Ｂ型をＯ型が、Ｏ型をＡ型が、

Ａ型をＡＢ型が、ＡＢ型をＢ型が、という連環

で、それぞれカバーしあうことが必要だ。この

順序を間違えるとまずい。マイナス而が強く出

てしまうことになる。これが「おもり
．．．

のサイク

ル」である。 

 さて、このサイクルに基づいて、その組織の

目的や役割に応じて、血液型の構成比を変えて

いくと効果的だ。例えば、既成の概念や固定観

念を打ち破り、無から有を生むような基礎研究

プロジェクトの場合は、Ｂ型を中心メンバーに

して編成し、若干Ｏ型やＡＢ型も入れる。応用

開発型のプロジェクトならＡ型、具体的な商品

企画ならＯ型を主力メンバーにするといいだ

ろう。 

 といったように、どういう構成にするのが最

もベターかを考えるのだ。「適材適所」という

言葉があるが、血液型でそれを判断するのだと

もいえる。 

 人間関係の悩みは、人間の永遠のテーマであ

ろうが、それを血液型の視点から捉え直してみ

るのは意味のあることといえるだろう。 

 さて、「あなたの血液型は?」。 

 

 

 

ＴＡＭＣ会報 

川崎利秋君追悼特別号 

令和５年（2023）９月発行 

編集：梶田明宏（幹事長） 

 


